
自然災害ＢＣＰの作り方 ～ 策定実務編 

令和５年１０月

公益社団法人 全国有料老人ホーム協会
事業部部長 松本 光紀

令和５年度金沢市事業者集団指導



◎本講演の主眼

〇当協会は、事業者が適切かつ有効なＢＣＰを策定し運用できるよう「有老協・自然災害

ＢＣＰモデル」を策定しています。

〇今年度の金沢市集団指導は動画配信によるものですが、市ＨＰ上のＢＣＰモデルの解説動画
を視聴したうえで、この、策定方法に関する実務面での注意点の動画をご視聴ください。

策定済みである 43.0％

策定中である 41.2％

未策定である 15.8％

知っていた 87.3％

知らなかった 12.7％

◎令和６年４月１日以降の策定義務を知っていたか。
（参 考）
◎ある自治体でのＢＣＰ策定状況
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１．「有老協 自然災害ＢＣＰモデル」の構成について
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◆金沢市の地震被害想定
〇震源地 森本・富樫断層帯中心部直下の場合
〇規模 マグニチュード 7.2
〇市域内の震度 震度4以下～7
〇建物被害棟数 約31,700棟（非積雪時）
〇焼失棟数 約5,100棟（冬18時）
〇避難者数 約193,000人（冬18時）
〇死傷者数 約14,000人（冬5時）
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◆風水害ハザードマップ
平成8年犀川水害
（高畠3丁目付近）

平成20年浅野川水害
（浅野川大橋付近）
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